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周りのガスや塵が中心星に降り積もる。 
星からはジェットなどが噴き出す。 
ガスに覆われて中心の星は見えない。 

周りのガスや塵が薄くなり、 
星の周りに濃い円盤ができる 円盤は薄くなる 円盤はほぼなくなり、

中心星は安定して輝く 

図1 若い星の進化（Bachiller(1996)を参考に作図） 
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天文シリーズ 
 

太陽系の惑星もこうして生まれた!  

惑星の生まれるところ 
 

Planet forming regions 
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宇宙には太陽のように自ら輝く星(恒星)がたくさん存在します。そんな恒星の一つであ

る太陽の周りには、地球を含めて 8 つの惑星が回っています。では、星や太陽系は、どの

ようにして誕生したのでしょうか？ 

 

■星が生まれる！ 

星は宇宙に漂う水素分子ガスと塵
ちり

の集合体「分子雲」の中で生まれます。分子雲が一か

所に濃く集まると中心の温度が上がり、やがて恒星として輝きだします。今から約 50億年

前、太陽もこのようにして誕生したと考えられていますが、当時の様子を私たちは誰も見

ることはできません。また、太陽のような星が安定して輝くようになるには、生まれてか

ら約 1000万年かかるので、星の進化を継続して観測することもできません。しかし、太陽

の誕生や進化の様子は、他の若い星を観測することで推測することができます。(図 1)。 

若い星の周りには、ガスや塵が円盤(原始惑星系円盤)となって残っており、その中でガ

スや塵が集まると惑星が生まれます。若い星や周りの円盤を調べると、太陽系が生まれた

ときの姿が見えてくるのです。 
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■星の周りの円盤を観測したい 

中心の星は自ら光を出して輝いているので、そのま

までは周りの暗い円盤を観ることはできません。そこ

で、①分光観測で各波長のエネルギー分布をみる②装

置を用いて中心星の光を隠す③電波望遠鏡で観測す

るという方法でそれぞれ成果をあげています。 

①は 1990 年代から行われてきた方法で、赤外線の

強度によって円盤の姿を推測します。中心の星に近い

ほど円盤に含まれる塵は温められて温度が上がり、近

赤外線を放射します。中心の星から遠くなるにつれて

温度が下がり、より長波長域の赤外線を放射するため、

赤外線領域がかさ上げされるように見えるのです(図

2のグレーの部分)。 

②では、中心の星の光をコロナグラフという装置で

隠し、周りの暗い円盤をとらえます。すばる望遠鏡で

は、数百天文単位(1 天文単位は太陽-地球の距離)に

広がる原始惑星系円盤を直接観測し、円盤を形作る塵

の粒子サイズ分布を明らかにするなど大きな成果を

挙げています(図 3、4)。 

③の電波観測では、円盤に含まれる一酸化炭素(CO)

分子などが放つ電波をとらえます。電波は赤外線より

も低温のガスや塵を観測するのに適しています。ALMA

望遠鏡では視力 2000 とも例えられる解像度で若い星

の周りの原始惑星系円盤を観測しました(図 5)。この

円盤の中には、何本も同心円状の「隙間
す き ま

」があること

も明らかにしています。この隙間はガス円盤の中で塵

が衝突・合体によって大きく成長し、惑星になりつつ

ある場所であると考えられています。 

 

■若い星を観測する意義 

 私たちは時間をさかのぼることはできませんが、若い

星の周りの円盤の様子や、円盤の中で生まれる惑星を探

査することで、地球を含む太陽系がどのようにして誕生

したのかを解き明かそうとしています。また、若い惑星

から生命の証拠が見つかれば、生命の起源の手がかりが

得られるのです。近い将来、「第 2の地球」が見つかり、

生命がどのように生まれたのかも明らかになるかもし

れません。  

図 5 ALMA望遠鏡がとらえた 

おうし座 HL星の原始惑星系円盤(2014) 

©ALMA (ESO/NAOJ/NRAO) 

 

図 4 すばる望遠鏡がとらえた 

ぎょしゃ座 AB星の原始惑星系円盤(2011) 

©国立天文台 

 
図 3 すばる望遠鏡が撮影した 

がか座ベータ星の原始惑星系円盤(2006) 

©国立天文台 

 
図 2 若い星のスペクトルエネルギー分布図の例 

濃い円盤であるほど長波長域に強い放射が見られる 

（Bachiller(1996)を参考に作図） 


